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れる態度について先行研究を整理した．その ｢ 世界の見方 ｣ として，｢ 問題の所在は社























































（植田 1999）．つつましく支援者の指示に従う ｢ 障害者役割 ｣（石川 1992）をこなす，ステレオ
タイプ化された「クライエント基準」に合わないクライエントは，「困難ケース」などとラベリ
ングされる．分類，カテゴリー分け，DSM のような診断基準，｢ 多問題家族 ｣ といった用語で
クライエントをカテゴリー分けするのは，ワーカーとして不適切である．専門職が診断用語をク
ライエントに適用したら，環境の中の人という見方と共に，パートナーシップや協働の感覚を






























































































ること，有用性という点でオルタナティブと競合する見解を比較すること（Milner, & O'Byrne 
2009）を促進する．
　ワーカーは，純粋な現実的認識論に執着するより，「実用的な真実」を求め，｢ なるほど ｣
（Milner, & O'Byrne 2009）という，解釈における「腑に落ちる」理解を追求するようになる．
そのためには，自らの偏見がアセスメント結果に影響することを認識し，チェックしておく必要
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